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板絵著色三十六歌仙図

　
「
武
田
の
・
・
・
」
と
い
う
肩
書
き

を
持
つ
文
書
や
物
品
に
つ
い
て
語
る

と
き
、
特
に
歴
史
研
究
家
は
慎
重
な
判

断
を
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
世
の
中
に
伝
わ
っ
て
い
る
「
武

田
信
玄
の
古
文
書
」
と
い
わ
れ
て
い

る
文
書
や
「
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
品
々
」

の
な
か
に
は
、
後
世
に
作
ら
れ
た
か

な
り
の
数
の
偽
物
が
存
在
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
武
田
信
玄
、
山

本
勘
助
に
は
多
く
の
伝
説
が

つ
き
ま
と
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
武
田
に
関
す
る

歴
史
的
事
実
と
伝
説
が
混
同
さ
れ
て

現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
武
田
氏
」
は
江
戸
時
代
、
庶
民
や

大
名
に
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
絵
師

が
「
武
田
氏
」
に
関
す
る
絵
を
描
い

て
い
ま
す
。
武
田
二
十
四
将
に
も
い

ろ
い
ろ
な
人
物
の
組
み
合
わ
せ
の
絵

が
残
り
ま
す
し
、
山
本
勘
助
も
ど
ち

ら
の
目
が
つ
ぶ
れ

て
い
る
か
は
絵
師

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

な
か
に
は
両
目
を

開
い
て
い
る
絵
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
、
唯
一
古

文
書
に
登
場
す
る

勘
助
は
「
管
助
」
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
武

田
氏
に
関
し
て
は

本
物
の
資
料
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
市
内
に

も
多
く
の
本
物
の

資
料
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
御
坂
町
二
之
宮
の
地
名
は
、
甲
斐

の
二
之
宮
で
あ
る
美
和
神
社
に
由
来

し
ま
す
。
こ
の
美
和
神
社
に
も
武
田

家
ゆ
か
り
の
品
々
が
宝
物
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
美
和
神
社
に
伝
わ
る
宝
物
の
ひ
と
つ
、

赤
札
紅
糸
素
懸
縅
胴
丸
佩
楯
付
（
あ

か
ざ
ね
べ
に
い
と
す
が
げ
お
ど
し
ど

う
ま
る
は
い
た
て
つ
き
）
と
い
う
や

や
小
ぶ
り
な
甲
冑
は
、
武
田
晴
信
が

元
服
の
時
に
身
に
着
け
た
初
着
の
甲

冑
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
世
の
胴

丸
と
近
世
の
当
世

具
足
と
の
折
衷
形

式
が
見
ら
れ
、
中

世
か
ら
近
世
に
移

る
過
渡
期
の
形
を

示
す
も
の
と
し
て

高
い
歴
史
的
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

神
社
の
宝
物
帳
に
は
、

永
禄
９
年
（
１
５

６
６
年
）
11
月
に

武
田
信
玄
が
納
め

た
と
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
美
和
神
社
に
は
板
絵
著
色

三
十
六
歌
仙
図
（
い
た
え
ち
ゃ
く
し

ょ
く
さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
か
せ
ん
ず
）

と
い
う
36
枚
の
板
絵
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
は
永
禄
６
年
（
１

５
６
３
年
）
、
武
田
信
玄
、
義
信
親
子

の
連
名
で
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

沼
図
与
太
郎
忠
久
の
筆
に
よ
り
、
小

野
小
町
や
紀
貫
之
と
い
っ
た
歌
人
の

姿
と
和
歌
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
絵
の
な
か
で
一
部
は
風
雨
の

影
響
に
よ
り
色
彩
が
は
が
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
鮮
や
か
な
色
彩
が
残
り
、
36
枚

す
べ
て
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
武
田
家
ゆ
か
り
の
品
々
は

地
域
の
人
々
の
手
で
大
切
に
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
こ
れ
ら

の
宝
物
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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資金名

JA災害資金

貸付限度額

300万円

利率（%）

2.0

償還期限

５ 年 以 内

元 金 均 等

年１回

据置期間

１年以内

保　　証

担保・保証人また
は農業信用基金協
会保証

（保証料0.6％）

支援措置

利子全額補給

（市・JA各１％）

農林漁業セーフティ

ネット資金

（農林漁業金融公庫）
300万円

1.6～1.75
（6月20日現在）
※金利は金融情
　勢で変動

10年以内 ３年以内 担保・保証人

利子1％補給

（市１％）

残り個人負担

　５月３１日に御坂町、八代町、芦川町に降ったひょうによって農作物などに被害を受けた農家に対して、

次のような支援を実施します。

　自然災害により農作物に被害を受け、被害の損失額が前年における農作物の合計収入額の１０分の４以

上であり、前年中の地方税法で定める「合計所得金額」が１,０００万円以下である場合（農業所得以外

の所得が４００万円を超える場合は除く）。

■問合せ先　　市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　☎�055（262）4111（内線123）

　　　　　　　または各支所　　　

■問合せ先　　笛吹農業協同組合信用部融資貯金為替課　　　☎�055（265）1605

　　　　　　　産業観光部　農林振興課　農林経営担当　　　☎�055（262）4111（内線231）

問合せ先 施設の名称

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
５
５
（
２
６
５
）
４
８
５
３

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

☎
０
５
５
（
２
６
５
）４
７
６
２

●
笛
吹
市
御
坂
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
（
笛
吹
市
御
坂
町
大
野
寺
２
５
０
番
地
）

●
笛
吹
市
御
坂
体
育
館

　
（
笛
吹
市
御
坂
町
尾
山
５
番
地
）

●
笛
吹
市
御
坂
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
笛
吹
市
御
坂
町
尾
山
５
番
地
）

●
笛
吹
市
御
坂
テ
ニ
ス
＆
キ
ッ
ズ

　
（
笛
吹
市
御
坂
町
尾
山
32
番
地
１
）

●
石
和
小
林
公
園

　
（
笛
吹
市
石
和
町
市
部
１
０
８
０
番
地
）

■
指
定
管
理
者
の
募
集
期
間

　
８
月
１
日（
水
）
〜
８
月
31
日（
金
）

　
市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
の
指
定

管
理
者
導
入
に
向
け
、
次
の
施
設
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。
募
集
要

項
、
申
請
書
の
配
布
は
募
集
開
始
と
同
時

に
各
所
管
課
で
行
い
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
平
成
15
年
９
月
の
「
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
管

理
委
託
制
度
」
に
代
わ
り
「
指
定
管
理
者

制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
で
は
、
民
間
事

業
者
な
ど
の
参
入
も
可
能
と
し
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節

減
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
０
１
〜
２
０
３
）


